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3畳 今日の講義で学ぶ内容 翻

・クラスとは
0クラスの宣言と利用

・クラスの応用
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異なる複数の型の変数を内部にもつ型です

直観的に表現すると、

int型や doub■e型は

int型の変数

配列型は、

配列型の変数
‐
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クラスの宣言

クラスの宣言

フィールメとメソッリばクラスのメンバといいます

クラスの宣言はキーワードc■メssを指定して次のように行い散す

classクラス名

{

レクЬI∈ b)

じ クラスのメンバはフィールドとメソット以タトのものを持つこともできます

ここでは基本的なフィールドとメソットをおさえておきましょう

参 メソッドについては」a∨ aプログラミングⅡで詳しく説明します

ClaS,tクラス名 ラスのメンノ

クラスのメンノЧま以下のように宣言します
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たとえば、

車はすンバーとガソリン量をもっています

したがって、

すンバーとガソリン量をフィールドにもつクラス Carは次のように宣言することができます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_1.java

クラスの利用

クラスの利用手順       の宣言 → オブジェクトの生成 → フィールドの参照

9ク ラスの利用手順を配列の利用手順と次のように

対応させると分かりやすいで しょう

α 列変

フィール ドの参照 配列要素の参照

クラス型変数の宣言 クラス型変数とはオブジェクトを扱う (代入する)変数です

∞

付

付

クラス型変数

クラス型変数は通常の変数と同様に型と識別子をもちます

型 (ク ラス名) と識別子を指定して次のように行います

ル|でアル

//ク ラス Carの宣言

「

~[コ
・

C箭 しり
Oint number3    〃 すンノヾ―を格納する int型の変数

Odouble gasi    //ガ ソリン量を格納する double型の変数

}

曇 む

“

づクラス名 識別割3 M(a,
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♂
〆たとえば、

Sample■2_■.javaで宣言したクラスCar型の変数 (ク ラス型変数)を宣言するには、

Car car15 //ク ラス Car型の変数 carlを宣言

T″(a)

オブジェクトの生成 オブジェクトとはクラスのメンバを格納するための領域です

クラスのオブジェクトはインスタンスとも呼ばれます

クラス名を指定して次のよ

クラス型変数

います

ｇ
蒟

〓 new
ハ ′′

Bnew窪曇製到よ僣燿きれた夢う只あ芽リジェリに理ヨlJピュ_J8只毛IJ主
|こ|[ります

ウ ォブジェクトの生成は丸括弧
‖
()‖で、配列要素の確保は

製
違いに注意しましょう

たとえば、クラス Car型のオブジエクトを生成するには、

ω′1.リンム ～ 1234ノ

フィールドの参照  オブジェクトの中のフィールドを参照 (指定)して値を代入しまし

各フィールドの参照はクラス型変数の識別子とフイールド名を用いて次のようにします

卿 型 甲 R
移 識別子とフィールド名の間のピリオドは、OOの中の△△と解釈するとよいでしょう

フィール ドヘの値の代入は、各フイール ドを参照して次のように行います

諸局JJ.ラ ィールド名=回 ;

酪鼻l捨『

Car car■ 3

carl=new Car()3  //ク ラス Car型のオブジエクトを生成
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たとえば、

クラス Car型のオブジェクトcarlのフィールドnumberと gasに 1直を代入するには、

carl.number = 91293

carl.gas=30.0メ

■

　

ｒ

”
Ｃ

Dフ ィール ドはオブジェクトが生成されたときに予め以下のデフォル ト値が代入されます
(ヨ聖)

boolean

char

byte、  short、  int、  long
float、  double、

配列変数、クラス型変数

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample12_2.

(デフォルト値)

false

O ('¥u0000')

0

0.0

null

※nullについては」a∨ aプログラミングⅡで説明します

//車クラスの宣言とその利用

//クラス Carの宣言

class car

{

■nt number」    //
double gas3    //

}

ごar■
型の変数

型のオブジェク トを生成

すンバー

ガソリン量

class sample12_

{

rlИ n

public static vOid main(string[]args)

{

Car car■ 3             // クラス car
carl=new Car()5  //ク ラス Car

//上記を同時に行うこともできる

// Car carl = new Car()3

//各フィール ドに値を代入

carl.number = 91295

carl.gas = 30.0」

//各フィール ドの値を出力

System.out.println(H車 のすンバーは
‖

System.out.println(‖ ガソリン量は
‖+

(11ジ す。+ car■ .numb

carl.gas+‖ です。
‖

)」

3′ ′

CPad lこ mainoメソッドを含むクラス

名を知らせるため、main()メソッドを

含むクラス名をファイル名と一致させ

ましょう     _1121 抄.′
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実行画面

車のすンバーは 9■29です。

ガソリン量は 30.0です。

tれ_J『
ケ孝

Car car■ 3//クラス Car型の変数

farl〈Ξ〕堕墜型L≦コ三≦⊇堕//クラスCar型のオブジェクトを生成

参照します 魔理L塁聾で参照します

aarコ 、カクκη

… 6/■0 -



12クラスの配列を作つてみましょう

773ヂ雲」贅71鍔賛爵ll里.デ幣
や

くμ■考塾2里]と同様に、タラス業の酉己列を作成することができます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_3.java ス?'レ」ワk

ηつ争

μ

//車クラスの配列

//クラス Carの宣言

class Car

{

■nt number3    //

double gas3    //

ナンバー

ガソリン量
Z

class Sample12_

{ "パ リう76γ■

,

public static void main(String[]args)

{

Car[]Car,3      //ク ラス Car型の配列型の変数 (配列変数)

caF==り ew cat[2]5  //ク ラス Car型の変数 (配列要素)を 2つ分

CarS[Q]=neW Caroj //ク ラス Car型のオブジェクトを 1つ生成

CarS[1]=neW Ca延 ≧3 //新 たにクラス Car型のオブジ ェク トを 1つ生成

//各フ ィール ドに値を代入

CarS[0].number = 9129j

CarS[0].gaS = 30.0」

CarS[■ ].number = ■2343

CarS[■ ].gaS=15。 53         
、

//各フ ィール ドの値を出カ
ー

『
《加t聾

“嘲
ユ→

System.out.println(i+髪 番目

System.out.println("車 のすンバーは・ +cars[i]・ number+‖ です。
‖

)」

system.outoprintln(“ ガソリン量は
‖+cars[i].gas+‖ です。“)3

∂′、′ /∫´

『

夕
｀
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実行画面

0番目の車情報 :

車のすンバーは 9■29です。

ガソリン量は 30.0です。
1番目の車情報 :

車のナンバーは■234です。

ガソリン量は■5.5です。

例題 Sample■ 2_3の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

【int型の配列の場合】

内じ口
ary3//int型の配列型の変数

【クラス型の配列の場合】

Car[]Cars3//クラスCar型の配列型の変数
″

- 8/■ 0 ‐

= new car12]3//ク ラスCar 型の配列要素を 2つ確保cars

cars
＼/) carsl

で 参 0
”
『

ａｓ
す

ｇ

夫

師
number

回

椰
ロ ロ

number  gas
//クラス Car二当の

1ァ
ジェク

)″

生成
Cu」

幸す
CarS[■ ]= new

//クラ
rarcrol

スCar璽

= new

当のオブジエクトを生成
Car()3
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ηラア

鯰
クラスのメンバにクラス型変数を宣言してみましょう

クラス型は int型や double型 と同じで型の 1つです

int型や double型の変数をメンバにできるようにクラス型の変数をメンバにできます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12二4.java

⊂a′

りうヌ

デ村´ 年9

//車クラスを冒」のクラスのメンバにする

//クラス Carの宣言

class Car

{

■nt´ number」

double gasJ

}

〔f重丁L魚『

rをメンノドに持1⊃ク:ラスOwnerの宣
諏 /f´

_ン〆三丁lf要死
{~~…

…
        _      Иハ)ヽ つが

Car mycar」 //クラス car型の変数をメンバにもつ

//すンバー

//ガソリン量

翌篭ず喧 ′カバΞユベ)うス老1っЧ    ″7/1IttL:ご
…  ∠負ン じ―ン~Ч    .″ ′

}

塑
class Sample12_

{                                                                     l

ownerl.name = ::]aval:」

ownerl.age = 21」

ownerl.mycar=new car()3//ク ラス Car型のオブジェクトを生成
OWnerl・ mycaronumber = 9129j

owncrl.myfar.gas = 30.05

//各フ ィール ドの値を出力

system.o叫 .println(‖所有者
‖

)メ

System.outoprintln(::名   筒盲:‖ +owner■ .name)5

System.out.println(‖ 生手  齢 :=:+owner■ .age)i

System.outoprintln(1l E巨 :1)5

system.out.println(‖ 車ナ ンバ ー :‖ +ownerlomycar.number)j

System.out.println(‖ ガソ リン量 :‖ +owner■ .mycar.gas)」

:ublilitli12ilid main(Strinil]:]:!:1。
wne,[」;:髪Liヽ

・―o
ownerl=new owner()3  //ク ラス owner型 のオブジェク トを生成
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実行画面

所有者

名 前 :]ava

年 齢 :21

車

車すンバー :9■29

ガソリン量 :30.0

例題 Sample■ 2… 4の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

Owner owner■ 3 //ク ラス Owner型の変数

owner■ =new Ownero3 //ク ラスOwner型のオブジェクトを生成

//クラスCar型のオブジェクトを生成
owner■ .mycar = new Car();

■ 今日の講義のまとめ ■

・クラスを用いることにより、異なる複数の型の変数を一括して管理できます。

・クラスがもつフィールド (変数)やメソッドをクラスのメンバといいます。

・指定されたメンバをもつ新しいクラス (クラス型)の準備はクラスの宣言により行います。

・ クラスを利用するときは、クラス型の変数を宣言し、オブジェクトを確保します。オブジ

ェクトはクラスのメンバを格納するためのメモリ領域です。メンバヘのアクセスは、ピリオ

ドを用いて行います。

・クラス型の変数は参照型の変数です。

・クラス型の変数は int型や double型 と同じように配列を構成できます。

師
ａｍｅ

回

事
owner■ .mycar.gas

で参照 します

owner■ .name

で参照します
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